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１．本校での取り組み

➀ １人１台端末利用にあたり

目標とルールの共有

（４月）



１．本校での取り組み

② ＩＣＴを日常化にする工夫

・毎日の健康チェックを端末で

・予定黒板にＴ（端末）Ｍ（モニター）の記載

・chromebookケースの活用



１．本校での取り組み

③ ＩＣＴ基本技能の校内研修

・Ｇｏｏｇｌｅｃｌａｓｓｒｏｏｍ作成

・ミライシードの使い方

→ ３年生で使用する時間を

授業参観し、負担軽減



１．本校での取り組み

④ 職員会議後、ミニ交流会

１人５分程度

（よかったこと・失敗したこと）



１．本校での取り組み

⑤ 朝の帯タイム（基本タイム）

を使ってタイピング練習



１．本校での取り組み

⑤ 羽咋市全体での実践交流

・HAKUISUM(HP作成)

・授業動画共有

→ 市内教員で実践交流



１．本校での取り組み

⑥ 授業実践（１）

中２ 数学「数の性質を考える」

ペアで１枚のジャムボードを使用し、カレンダーの中にある

法則を探し、その法則を全体で交流した。それぞれの端末

で作業ができ、視覚的にも分かりやすくまとめられる。



１．本校での取り組み

⑥ 授業実践（２）

中３ 理科「実験動画の共有」

グループごとに実験の様子を動画で録画し、共有

ドライブで共有した。実験を見返したり、他のグ

ループの実験を共有したりするのに有効。



２．生徒アンケート結果より



２．生徒アンケート結果より



２．生徒アンケート結果より

◯紙面で学習するよりもパソコンで学習したほうがみんなの意見
を知ることができる機会が増えるし、これからもパソコンを
使った学習をもっとしたいと思いました。

◯授業中にタブレットを使うことでわからなかったところが調べ
て深まったり、国語の授業などにミライシードで相手の考えや
自分の考えが伝わったりまたそれに対しての疑問などもててよ
り授業の内容をとらえることができたのでいいなと思いました。



２．生徒アンケート結果より

△楽しいけれど、ずっと画面に向き合っているよりやっぱりクラ
スメイトと話しながら考えを共有したい。

△便利な一面もあれば、紙に書くほうがいいと感じることもある。

△発言をするよりも時間がかかるので、授業が進みにくい



３．教員アンケート結果より



理由

活用の幅が広がるから

身近な例が示され、授業にすぐ活用できそうだから

他の教科の実践が役に立ちます。

いろいろな事例を知ることができるから。

いろいろな活用方法を知ることができるから。

授業での活用の方法を知ることができるから。

自分がわかっていない、授業での活用方法を知れるため。

今後の授業実践に活かすことができそうだから

個人的には生徒に十分活用させることができていないと感じる。

他教科での利用方法や、初めて知った機能等があったから

自分が授業で使えるヒントがもらえるので

毎回新しい発見があるから

３．教員アンケート結果より



４．成果と課題

成果

・教員間でＩＣＴ活用の意識が高まり、１日１回程度利用

している先生が８割以上となった。

・個別学習での利用はほとんどの先生ができるようになった。

・職員会議後のミニ交流会、ＨＰの作成等、実践交流を行う

ためのシステム作りをすることができた。



４．成果と課題

課題

・協働学習の場面での活用がまだできていない。

・ＩＣＴを活用して深い学びにつなげることがまだ十分に

できていない。

・これまでの教育方法とのバランスをとることが難しい。

（紙で残すこと、ＩＣＴで交流すること・・・）


